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研究成果の概要（和文）：京大ながはまコホートに属する２００人の抹消血の免疫細胞のデータを取得し、現在
さまざまな臨床パラメーターとの相関を検証している。また、Ｔ細胞老化を加速させるマウスモデルを用いて、
加齢に伴い増加するT細胞サブセットとして、CXCR3陽性ナイーブ型CD8 T細胞を新たに同定した。また、同等の
細胞がヒトにも存在することを確認した。

研究成果の概要（英文）：We obtained flow-cytometry data on immune cells from more than 200 healthy 
individuals in a cohort of people in Nagahama city, and are analyzing a possible correlation between
 immune cell phenotypes and laboratory values. In addition, we succeeded in identifying new 
age-related T cell subset (CXCR3+ naive phenotype CD8 T cells) using thymectomy mouse model and 
confirmed the existence of CD8 T cells with similar phenotypic and functional properties in human.
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１．研究開始当初の背景 
 
高齢化の進行に伴う加齢関連疾患の増加

は大きな社会的問題となっている。加齢関連
病態において、獲得免疫応答性低下と炎症性
素因や自己免疫リスクの増大によって特徴
付けられる免疫老化は重要な基盤的要因と
なっており、その対応は重要な医学的課題で
ある。しかしながら、その実態メカニズムは
必ずしもよく理解されていない。また、免疫
老化の進行には、大きな個体差が存在すると
考えられるが、その実態や原因は分かってい
ない。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、健常人コホートを利用して、
ヒト老化関連Ｔ細胞の同定と、その産生がど
のような遺伝的要因や臨床検査値、生活習慣
などと相関するするのかを解析する。これに
より、ヒト個体間の免疫状態の多様性形成と
免疫老化のメカニズムの一端を理解するこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
 これまでマウスで同定してきた加齢で増
加するＴ細胞サブセットの割合について、健
常人コホートに属する約２００人のデータ
を取得し、同時に取得されている臨床検査値、
生活習慣などのデータとの相関を検証する。 
 
４．研究成果 
 
 京大長浜コホートに属する２００人の抹
消血のフローサイトメトリデータを取得し、
現在さまざまな臨床パラメーターとの相関
を検証している。またこの研究過程で、胸腺
特異的プロテアソームの遺伝的多型を有す
るヒト末梢血を解析し、少なくともヘテロ接
合体では大きな免疫学的異常を認めないこ
とを報告した。 
また、Ｔ細胞老化を加速させるマウスモデ

ルを用いて、加齢に伴い増加する T細胞サブ
セットとして、CXCR3 陽性ナイーブ型 CD8 T
細胞を新たに同定した。また、同等の細胞が
ヒトにも存在することを確認した。  
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